東京サイキックガールズ  作　加藤伸一
The Tokyo Psychic Girls                             
未来は変えられる。そう、信じてるから。
キャスト

☆　板橋こころ　―　人の心が読める。

☆　品川かこ　　―　タイムトリップができる。
☆　目黒よち　　―　未来を予知できる。
☆　神田めもり　―　超人的な頭脳。 

☆　青山サイ子　―　念力がある。
―　荘厳な戦闘風音楽。幕が開くと、中学生の女の子５人がそれぞれのポーズで立っている。

よち　　　ここは東京の西部、人口五十五万都市八王子。その町の中心部に位置する第三中学校に、二　　　　　〇〇八年、奇跡的に五人の超能力を持つ者たちが集まった。わたしたちは、最強の美少女エスパー軍団。
全員　　　『東京サイキックガールズ』

―　五人順番に照明が当たり、光の中でそれぞれ自分の口上。
めもり　　神田めもり。四谷生まれの大塚育ち。北大塚小を首席で卒業後、八王子三中にトップ入学。わたしは超人的な記憶力を持つ。人呼んで『人間コンピューター』。
よち　　　目黒よち。生まれは浅草雷門。五歳の時、花やしきで迷子になりその時のパニック以来、なぜか予知能力に目ざめた。わたしには、未来が、見える。
サイ子　　八王子生まれのさそり座Ｂ型。ペットはクリオネ。趣味はお菓子作り。わたしの能力は、触れずにモノを動かす力、サイコキネシス。『念力少女』青山サイ子でーす。
こころ　　マイネーム・イズ 板橋こころ。渋谷で生まれてテレビ育ち。『おかあさんといっしょ』に出演回数十二回。ん？　それから先はドーントスピーク。あなたはあたしがどんな超能力を持っているか知りたがっている。そう、わたしはテレパシーで人の心が読める。あらゆる人の心の、ディープな部分にダイブできる『サイキック・ダイバー』とはあたしのこと。
かこ　　　そして最後はあたし。品川かこ。新宿で生まれ、引越し人生まっしぐら。中野・荻窪・吉祥寺、さらに三鷹・立川・八王子。わたしは時の旅人、タイムトラベラー。過去に未来に、時間をワープすることができる。

特殊能力を持つ我々五人は、世を忍ぶ仮の姿として第三中学校の演劇部に籍を置き、　　　　　世のため自分のために日夜何かとタタカっているのだす。
こころ　　（手を叩いて）はいはい。ミュージックストップ。

―　音楽が止まり、まわりが明るくなるとそこは演劇部の部室。

こころ　　なんかイマイチなんだよねー。だいたいかこ、『だす』って、あんたどこの田舎出身よ？

かこ　　　何ば言うちょると。ウチば、生まれも育ちも東京たい。
こころ　　で、（よちに）『美少女軍団』って、どこに美少女がいるの。若干一名、だけじゃない。
サイ子　　ちょっと、こころ、そんな‥‥はっきり言っちゃったらみんなに悪いじゃない（もぅ）。

かこ　　　激しく誤解してる‥‥。まあ、それはいいとして、何のために毎日こんな台詞の練習してん　　　　　の。

よち　　　一応演劇部員ってことになってるからね。たまには何か台詞っぽいことをしてないと。毎　　　　　日放課後、ここでウダウダしてるだけだもんわたしたち。山田チンは一応顧問ってだけで、めったに来ないし。

めもり　　人にない特殊能力持ってるんだから、何か役に立つことしないといけないんじゃない？　地球環境とか平和とか。
よち　　　まあ、いつもその話になるんだよね。

かこ　　　ところで、この際ハッキリしておきたいんだけど、あんたたち『自称』超能力者って言ってるけど、本物なの？　

サイ子　　そ‥‥（何か言おうとするが）

こころ　　ちょつとまつてサイ子。それから先は、ドーントスピーク！　あんた今『そういうあなたは　　　　　本物なの？』って言おうとしたでしょ。

サイ子　　‥‥すごーい！　その通り。完全に心、読まれてる。
こころ　　ね。あたしの、人の心を読むテレパシー能力は、本物だから。
かこ　　　よし。じゃあさ、みんな自分たちが本物のエスパーだってことの証拠を見せ合おうよ。

　　　　　まずめもり、あんたの言う『スーパーメモリー』、超記憶力って‥‥
めもり　　円周率πイコール３．１４１５９２６５　３５８９７９３２　３８４６２６４３　３８３２
　　　　　７９５０　２８８４１９７１　６９３９９３７５　１０５８２０９７　４９４４５９２３
よち　　　あのー、その数字‥‥

こころ　　それから先はドーントスピーク！

よち　　　あ‥‥

こころ　　ヨッチは、その数字が本当かどうかなんて、ここにいる誰も知らない。ただデタラメに言っている可能性もあるんじゃないかって、思っている。

よち　　　まさに‥‥。

めもり　　そんな‥‥（何か言おうとするが、こころに遮られ）

こころ　　めもりは『そんなことないよ。本当だもん。わたし嘘つないもん』って、言おうとしてる。
めもり　　うん‥‥。（小さな声でブツブツと『枕草子』をつぶやいている。）『春は、あけぼの。やうやう白くなりゆく山際、少し明かりて、紫だちたる雲の、細くたなびきたる。夏は、夜。月のころは、さらなり。闇もなほ。蛍の多く飛びちがひたる、また、ただ一つ二つなど、ほのかにうち光りて行くも、をかし。雨など降るも、をかし。』
サイ子　　やっぱこころのテレパシー能力は、間違いないね。

かこ　　　そうかな‥‥。

　　　　　ヨッチの予知能力は？　何か証拠見せられる？

よち　　　うーん‥‥ああ、そうだ！　わたし、鳩山さんが首相になること、ずっと前に予言してたじ　　　　　ゃない。覚えてるでしょ。

こころ　　え？　いつ。

よち　　　ほら、去年、発声練習の時あたしいつも言ってたじゃない。
　　　　　『鳩ぽっぽ、ほろほろ、ハヒフヘホ。鳩山由紀夫にゃ笛を吹く』って。

めもり　　ああ、そういえば‥‥。

かこ　　　それがどうして、首相？

よち　　　だからあ、鳩山さんが笛を吹いて、つまり国のリーダーになってみんなをまとめるってこと。　　　　　それを言ってたんだよ。
かこ　　　鳩山由紀夫『にゃ』、って何だよ。

よち　　　だからあ、（ネコのマネをして）『にゃ』。

サイ子　　‥‥さすがにゃ。完ぺきな予言だね。ねえヨッチ、未来がわかるんなら、あたしたちの将来　　　　　もわかっちゃう？

よち　　　もちろん。

サイ子　　あたしの未来の結婚相手も？

めもり　　あー、知りたーい！

こころ　　最初、あたし！　未来見てー！
よち　　　（精神を集中する。）え、っと‥‥。
こころ　　どうなのよ。
よち　　　あ、ああ、こころは、‥‥幸せそうな主婦になってる。可愛い女の子と、背の高い旦那さん。　　　　三人で手をつないで、ぽ・ぽかぽか陽気の、‥‥広い公園にいる‥‥
こころ　　（よちをじっと見つめて）なーんだ、つまんないの。あたしの未来ってそんな平凡な主婦なわけ？　ハリウッドスターじゃないの？　あんたの予言なんて信じらんない。
よち　　　‥‥あ、うん。あたしの予言も最近あてになんないんだよ。それに、未来って、変えられるから。
めもり　　かこは？　タイムワープって本当なの？
かこ　　　行ってきたよ。もう。
めもり　　行ってきた、って？

かこ　　　二日前、月曜日の放課後に行ってきた。

こころ　　どういうこと？
かこ　　　その机の中になんか入ってるだろ。めもり、それ、いつからあるか覚えてる？

めもり　　ああ、おとといからあるよ。月曜の放課後、かこが何か書いてそこに入れてたの、見たもん。

こころ　　あたしも覚えてる。それ、何なの？って聞いたら、あん時かこ、にやにやしてさ、『あとでわかるから』って言ってたよね。

かこ　　　あん時のあたし、これからのあたしだったんだよ。開けてみな。

めもり　　（中の紙片を取り出し、読む。）『めもりは円周率を言った。ヨッチがそれを疑った。こころ　　　　　はヨッチの心を読んだ。ヨッチは鳩山さんが首相になることを当てた。』
かこ　　　ほらね。今あんたたち言ったことが書いてあるだろ。二日前に戻って、その手紙書いて机の中に入れといたんだよ。

こころ　　えっ？　わかんない。

かこ　　　今日これからみんなが帰ったあと、あたし月曜の放課後にタイムトリップするの。そして、二日後にみんなに見せるために、手紙書いてそこに入れとくんだよ。
こころ　　（首をひねりながら）なんか、すごい‥‥。
サイ子　　最後はあたしの念力ね。ヨッチ、そこのマジックペン取ってくれる？

　　　　　（サイ子は机の端にペンを置き、少し離れて懸命に念を込める。）　　　　　
　　　　　んーっ！　キャオーッ！（で、ペンはポトリと床に落ちる。）

一同　　　おーっ！　

サイ子　　（肩で息をしながら）ふーっ、これが『サイコキネシス』。念力ってもんよ。

めもり　　（ペンを拾って、調べて）何の仕掛けもない。完ぺきだ。

サイ子　　これでわたしたちが本物のエスパーだってことは間違いないね。かこ。
かこ　　　あたし以外どれもインチキくさいけど。

こころ　　ねえ、あたしたちのコスチューム作ろうよ。五人のキャラの色も決めてさ。（スーパーマンのコスチュームを出し）パパが宴会で着たのもらったんだ。あたし、レッドね。かこはブルー。ヨッチがイエローでめもりが‥‥

かこ　　　マジでこんなの着ること考えてるの？
サイ子　　じゃあ、これは？（メイド服を見せる。）五色あるんだよ。黒に、ピンク、水色、黄色、赤。
かこ　　　何で持ってんだよ。絶対着ない！　あたしそういうキャラじゃないの。そんなことより、あたしたちの能力の有効活用を、だね‥‥
こころ　　そうだ！　ヨッチ、今度の期末の問題、教えてよ。予知できるんでしょ。

よち　　　わたしは、人として恥ずかしくないこと以外に能力は使わないの。

こころ　　ん？　恥ずかしくない？ことが、何だって？

かこ　　　‥‥それ、何重否定なの。
めもり　　『人として恥ずかしくないこと以外に能力は使わない』。　つまり正しいことだけに能力を使う、ってことだよ。
サイ子　　はあ。

よち　　　あ、もうすぐチャイムが鳴る。あと５秒、４秒、３、２、１。

―　下校のチャイム。
一同　　　おーっ！
こころ　　じゃ、あたしは先帰るよ。５時からＢＳでドラマの再放送あるから。
サイ子　　えーっ、それ何、教えてー。（こころの後を追う。）

めもり　　じゃあ、わたしもバイバイ。また明日ね。

―　よちとかこの二人が残される。
かこ　　　（帰り支度をして）何ボーッとしてんの？　帰らないの？

よち　　　ちょっとね。考え事してた。（教室の窓を開けると放課後の教室に夕日がさし込んでくる。）　　　　　ああ、風が気持ちいい。もう秋なんだね。

かこ　　　考え事って？

よち　　　一年たったんだなーって。演劇部つくって。
　　　　　あたし、よその小学校から一人だったじゃない。友達いなくてさ。みんな六小の子どうしで仲良くて。かこが四月の新入生歓迎会の時、いきなりステージに上がったじゃない。『演劇部を作ります！』なんて言って。先生たち慌てて、勝手なことするな、っておろされちゃって。でもそのあとヒマそうだった山田チンに頼んで顧問になってもらってさ。一年生だけだったけど、五人集まって、毎日ここでこうして無駄に時間を過ごして。

かこ　　　無駄かな。

よち　　　ううん、そういう意味じゃなくて。こういう無駄な時間が、ある意味素敵な時間なんだって。　　　　　いつものこと、何気ない日常、こんな時が、宝物なんだっていつか気付くのかな、って。
かこ　　　なんか世界が終わっちゃうみたいな台詞だね。

よち　　　演劇部で、五人と出会えたこと、神様に感謝してる。

かこ　　　『東京サイキックガールズ』‥‥か。校内でも挙動不審の変わり者集団だと思われてる演劇部だよ。おかげで今年の一年生の入部、ゼロだったし。

よち　　　不思議だね。‥‥幼稚園の時、泣き虫で男の子にしょっちゅういじめられて泣いていた。その時いつも助けてくれた女の子がいた。
かこ　　　ああ、その話か。

よち　　　わたし中学で八王子に引っ越してきて、入学式で体育館にいたあんたの顔見た時すぐわかった。そしてあんたが荻窪に住んでいたことがあるって聞いて、ああやっぱりって確信したんだ。
かこ　　　あたしは最初ぜんぜんわかんなかったよ。『目黒』って名字も記憶になかったし。ただ、『ヨッチ』のことは覚えていたから、あんたに声かけられて、『えーっ、幼稚園の時の、あのヨッチ？』ってね。

よち　　　かこ、ぜんぜん顔変わってないんだもん。

かこ　　　悪かったね。

よち　　　幼稚園の時の約束、覚えてる？

かこ　　　約束？

よち　　　覚えてないならいいの。

かこ　　　何だよ。気になるじゃん。

よち　　　別に、どうってことないから。

かこ　　　おいおい。（よちにヘッドロックする。）
―　二人はじゃれ合い、そのうちによちがまじめな顔になる。

よち　　　ねえかこ、これ見て。（バッグの中から新聞を取り出す。）
かこ　　　ん？　あ、ドラえもんスペシャル、今日なんだ！　見逃せないな。

よち　　　ＴＶ欄じゃない。ここ。
かこ　　　『アメリカ航空宇宙局ＮＡＳＡが、宇宙に向けて衛星ミサイルの打ち上げ準備に成功。今週末にも打ち上げが行われると発表』これ？
よち　　　うん。軍事ミサイルじゃなくて衛星ミサイルなんだけど、この記事見た時、いやな予感がしたの。

かこ　　　どういうこと？

よち　　　思い違いだといいんだけど‥‥。このミサイルが、コンピューターの制御ミスで暴走して、東京に落ちる予感がして‥‥。最悪東京で万単位の人が‥‥
かこ　　　死ぬ、ってこと？　まさか。

よち　　　さっきこころに将来の話、したでしょ。‥‥あれ、ウソなの。本当は、見えなかったの。

かこ　　　見えない？

よち　　　こころの未来が見えないのよ。

かこ　　　こころが、死ぬってこと？　何かの間違いだろ。さっき言ってたじゃん。最近あてになんないって。

よち　　　あたしの予知能力は、これまで間違ったことはなかった。

かこ　　　‥‥それで、あんたは？あたしは？他の人たちは？

よち　　　いろいろ見てみた。あたしたちは死なない。未来はある。八王子の方は被害がないの。被害は東京の中心部。東京の一部が壊滅状態になる。‥‥こころもそこで、命を落とす。
かこ　　　なんでこころが。

よち　　　あの子、土曜日にジョニーズのコンサートに行くって言ってなかった？

かこ　　　言ってた。やっとチケット取れたって。

よち　　　場所、どこ？

かこ　　　武道館。

よち　　　‥‥それかも。

かこ　　　ばかばかし‥‥

よち　　　ねえ、かこ！　お願いがあるの！　あんたにしか頼めないこと。（かこにしがみつく。）
かこ　　　おいおい‥‥。

よち　　　未来に行って、見てきて欲しいの！　東京がどうなってるか。

かこ　　　そんな‥‥。
よち　　　わたしの予知では、ミサイルが東京に落ちるのは今週の土曜日。かこは、それよりあとの月曜か、火曜あたりに行って、見てきて欲しい。東京を。こころがどうなっているかも。わたしの思い違いならそれでいい。‥‥そう願いたい。

かこ　　　‥‥大丈夫かな。それって危険じゃない？　仮にあんたの予知が当たってて、あたしもそれに巻き込まれたら‥‥。

よち　　　大丈夫。あんたは死なない。必ずここに戻ってくる。わたしにはわかる。
かこ　　　‥‥八王子は大丈夫なんだね。わかった！　行ってくる。見てくるよ。ちょっとだけ未来の東京。

よち　　　ありがとう。って言うか、ごめんね。

かこ　　　ヨッチ、約束、覚えてるよ。

よち　　　約束？

かこ　　　さっきの。幼稚園ときの。
　　　　　『大きくなったら、こんどはあたしがかこちゃんを助けてあげるね』って約束したんだろ。

よち　　　かこ‥‥。

かこ　　　あんたがあたしを守ってくれる。信じるよ。

よち　　　かこちゃん‥‥。

かこ　　　よーし。行ってくる。月曜の東京！　八王子の自宅！
―　暗転。
　　　翌日の部室。五人が深刻な顔をして集まっている。
かこ　　　ひどい状態だったよ。コンピューターのミスでアメリカのミサイルが東京に落下。隅田川から西側、千代田区、中央区、港区周辺は壊滅状態。東京のまさにど真ん中がやられたんだ。映画で見た近未来の戦争の映像そのものだよ。

ミサイルの発射は土曜の日本時間15時ちょうど。制御が効かなくなったのが25分後。ミサイル落下が16時３０分。火曜の時点で死者３千、行方不明者５千とも６千とも。はっきりしないんだ。

こころ　　あたし、死んでたの？

かこ　　　それがね、こころは生きてた。ねえヨッチ、どうなってるの、あんたの予知能力。こころが　死ぬって。
めもり　　因果律がずれた。未来が変わったんだよ。こころは行くはずだったコンサートに行かなかったんじゃない？　だから死ななかった。

こころ　　そういうこと。みんな、あたしのテレパシーを何だと思ってんの？　
　　　　　ヨッチ、昨日あたしの未来を予知した時、何も見えなかったんでしょ。で、あんたとっさにウソついて『幸せそうな主婦』なんて言ってさ。あたし、ちゃんとあんたの心読んでたんだ。あ、あたし土曜日にコンサートに行くと死ぬんだなって。ヨッチはそのこと、知ってるって。だからこのチケットも‥‥（コンサートのチケットをとりだし破る。）

めもり　　こういうことなんだ‥‥。これで少なくともこころの未来は変わった。

かこ　　　まあ結局、あのコンサートも開催直前に武道館が崩壊してね。東京中がもう大変なんだよ。ケータイも通じないし、テレビもラジオもＮＨＫしかやってないの。東京の放送局が機能しなくて横浜局からやってるようだった。

サイ子　　それが、本当に二日後に起こることなの？　めもり、本当に、未来は変えられるの？
　　　

めもり　　この世界は多元的宇宙と言われているの。こころが死んでいなかったように、因果律の一つが変われば、それによって起こる未来は無限に変わる。だから、ミサイルの打ち上げがなければ、かこの見た未来は起こらないことになる。ミサイルを飛ばすか飛ばさないかの選択によって、未来は変化する。

かこ　　　未来を知ってしまったあたしたち、どうすりゃいいんだよ。
サイ子　　ＮＡＳＡ？に電話して、ちゃんとすべて話して、ミサイルを中止するように言ったら！

かこ　　　考えらんない。ＮＡＳＡだろうと大臣だろうと都知事だろうと。市役所職員だって無理だね。普通、信じるか？　中学生が『未来を見ました、あさってどこどこにミサイルが落ちて東京の一部が壊滅しますから、ＮＡＳＡに電話して中止するように言ってください。できれば、その場所にいないで下さい。』なんて。まともに相手してくれるはずないだろ。子どもの話なんか。
こころ　　じゃあ、おとな。先生に、山田チンに頼んだら？　山田チンならあたしたちの話、きっと信じてくれるよ。
よち　　　まあ、あの先生なら、かことあたしが見た未来のこと信じてくれるかもしれない。そこまではいいとしても、山田チンが役所やケーサツに一生懸命説明するとこ想像してごらんよ。よけいアヤシイって。
かこ　　　ああ、目に浮かぶね。病院行きか、ヘタすりゃタイホされちゃうかも山田チン。
サイ子　　でも、このまま東京が壊滅するのを黙って見ていることなんかできない。

よち　　　とにかく、あさっての15時まで、時間がない。考えて。あたしたちに何ができるか。
こころ　　あたしたち最強のエスパー軍団なんでしょ！　できるよ。やろうよ。東京を救うんだよ！

かこ　　　『東京を救え！』か、この五人で。やるか！
―　音楽。奮起をうながす五人。ポーズを取り、五人のダンス。
サイ子　　生まれ育った東京の街が好きだから！

よち　　　たとえ世界が終わっても、守りたい何かがあるから！

めもり　　あたしたちにできることがあるなら！
かこ　　　決めたんだ。自分に負けないって。最後まであきらめないって。だから！

こころ　　世界中に何億っていう人間がいる中で、あたしたち五人が出会ったというこの奇跡を、今！

全員　　　『東京サイキックガールズ！』

―　溶暗。舞台上の動きが止まる。よちが出てくる。
よち　　　もうすぐ無くなるかもしれないと思うと、いろいろなものが急に輝いて見えたのはどうしてだろう。
　　　　　仲間がいるということ、みんなで一つの目的に向かうということ、今この瞬間がいつか懐かしい思い出になるんだろうか。

―　溶明。舞台上の動きが再開。五人はそれぞれの持ち場につく。
めもり　　（パソコンを開いて、同時に紙に何か書き殴りながら）ミサイルの発射が土曜の15時。ミサイル落下が16時３０分。かこ、東京に落ちたミサイルの型、わかる？
かこ　　　ミニ、なんとかピース、えーっと１８‥‥。

めこり　　この中に、あんたが見てきた情報、ある？　ヨッチも見て！

よち　　　うーん、ん？　これ、これだよ！ミサイル。

めもり　　ミニットマンＬＧＭ３０Ｇ、ピースキーパーＬＧＭ１１８Ａ、うん。間違いないね。
サイ子　　（めもりのパソコン画面をのぞき込んで）アメリカ航空宇宙局ＮＡＳＡ、アメリカ国防総省ペンタゴン‥‥？

めもり　　今、ＮＡＳＡとペンタゴンにハッキングしてる。
　　　　　‥‥できた。ＮＡＳＡの内部情報にハックできた。ＮＡＳＡのミサイル発射のプログラムを止めるの。

こころ　　めもり‥‥あんた‥‥。

めもり　　でも次の壁が‥‥。ヨッチ、（メモを渡して）パソコン室に行って５台以上のパソコンでこのＵＲＬにアクセスして、この数式を打ち込んで、データをこっちのパソコンに送って！

　　　　　‥‥またパスワードだ。大統領権限のパスワードがある。オバマ大統領しか知らないパスワード。んん。無理だ‥‥。。

こころ　　めもり、ミスター・オバマって今、アメリカにいるんだよね。オバマの心の中、読めばいい　　　

　　　　　んでしょ。

かこ　　　こころ、オバマ大統領の心の中にダイブできるの？　アメリカにいるオバマの心を読んでパスワードを引き出せるの？
こころ　　やってみる。やるしかないじゃん！　オバマの全身が写ってる画像出して！

めもり　　これ！

こころ　　（パソコンの画像を見て精神を極限まで集中させる。）バラク・オバマ‥‥ミサイル発射のパスワード‥‥パスワード‥‥見えた！　言うよ、めもり！

　　　　　『アルファベットのＶ、数字の２、アルファベットのＨ、Ｉ、Ｎ、Ａ、数字の８、０、２』

めもり　　『Ｖ２ＨＩＮＡ８０２』

　　　　　入れた！　やったよ、こころ！
　　　　　‥‥見つけた！　ミサイル発射の最終プログラム！（さらにパソコンのキーボードを打ち込んで。）
　　　　　できた。ＮＡＳＡのコンピューターからのミサイル発射は、これでできなくなった。

サイ子　　すごい！　めもりすごい！

めもり　　でも、‥‥まだなんだよ。コンピューターはこっちが握ってるんだけど、これ。このミサイルのロケット部発火の起爆装置回路を物理的に破壊しないと、おそらくミサイルは‥‥飛ぶ。

こころ　　何とかできないの！

めもり　　‥‥あたしにできるのはここまで。

サイ子　　めもり、その何とか回路って、どういうふうになってるの？
めもり　　ＬＳＩ電子回路。ミサイル内部に組み込まれた米粒くらいの金属部品だよ。（パソコンを操作して）こういう部品。この小さいチップ、ＬＳＩを破壊すれば、ロケットは物理的に絶対飛ばない。
サイ子　　ミサイル内部のこのちっちゃい部品を壊せばいいのね。あたしにまかせて。この回路はどこにあるの？

めもり　　アメリカ ワシントンＤＣ。ＮＡＳＡ航空宇宙局、情報管理システム棟。３０５格納庫。
サイ子　　グーグルマップでＮＡＳＡの航空地図出して！　３０５格納庫の位置！　そう、それをどんどん拡大して！　

　　　　　見えた。こっちのパソコンでミサイル搭載機を出せる？

　　　　　ここね。この部分を壊せばいいのね。
　　　　　やれる。きっとやれるよあたし！　よーし、やっちゃうぞー！　ここんところを壊すんだ！ハーッ！カーッ！

―　全身全霊を込めて念を送るサイ子。

めもり　　インジケーターが止まった。ミサイル内部の送電が‥‥止まったよサイ子‥‥。

サイ子　　でき、た、でしょ？

めもり　　できたよ。これでミサイルは飛ばないよ！
かこ　　　サイ子、‥‥熱い！　体が燃えるように熱い。

サイ子　　こんなに力出したの、初めてだから‥‥。（くたっとへたりこむ。）
かこ　　　これで、東京は、大丈夫なんだね。

めもり　　（額の汗をぬぐって微笑む。）間違いない。もうミサイルは、飛んでこない。

こころ　　あたしたち、東京を救ったんだよ。未来を変えたんだ！
全員　　　やったーっ！　（みんな抱き合い小躍りでお互いの健闘を褒め称える。）
かこ　　　ヨッチ、こっちおいでよ！　成功だよ！　やったんだよ！　ヨッチー！

―　みんなの大騒ぎ。溶暗。

　　　溶明。部室の様子が変わっている。少女たちの姿はない。よちが出てくる。服装・雰囲気が違う。

よち　　　あの時、このまま時が止まってしまえばいいと思った。この子たちといっしょにいること、友だちといるということ、同じ目的を持っていっしょにやる仲間がいるということ‥‥。いつも一緒にいてあたりまえだったあの日々が宝物だったって、気付いたのはいつだったろう。
　　　　　二〇〇九年十一月。東京はミサイルの誤射から免れました。
　　　　　ＮＡＳＡは原因不明のミサイル打ち上げ失敗を全世界に公表し、専門家たちはアメリカの宇宙開発が暗礁に乗り上げたことを危惧しました。
　　　　　
　　　　　東京の大惨事が、五人の中学生の女の子によって未然に防ぐことができたなんて、誰が想像できたでしょう。もちろん、誰も知ることはありませんでした。わたしたち五人を除いては。
　　　　　

　　　　　わたしたちは、この秘密を誰にも打ち明けはしませんでした。そしてそれは、わたしたちの友情の証として、お互いの心の中に深く刻み込むことになりました。

　　　　　
　　　　　しかし、二〇一一年三月、高校も受かって卒業式を間近にひかえたある日の真夜中、東京を大地震が襲いました。そう。３．１５東京大地震です。
　　　　　
　　　　　あの大地震によって東京は致命的な大打撃を受けました。
　　　　　死者一万三千二百二十、負傷者八万三千、全壊家屋十五万棟、半壊家屋二十万棟。火災発生件数七百三十。消失棟数二万二千。焼失面積百十万平方メートル。
　　　　　それは、阪神淡路大地震をしのぐ大規模地震として、災害史に残るものとなりました。
　　　　　
　　　　　わたしは、震災後の瓦礫の下から三日目に、それこそ奇跡的に助けられました。
　　　　　自称『東京サイキックガールズ』、演劇部の他の四人は、‥‥だれも助かりませんでした。

―　よちは、泣きながらビデオカメラをテレビにつなぎ、中学時代の自分たちが遊びで録った画像を

　　　見つめる。在りし日の少女たちの、笑い、走り回り、ふざけてじゃれている普段の日常の映像。
よち　　　わたしは、あの震災以来、予知の能力はなくなりました。そもそも、子どもの頃のわたしに本当に予知能力があったのか、あのときのみんなの必死のミサイル阻止が本当だったのか、今となっては確かめる術もありません。

　　　　　あれから十年。東京はもうすっかり復興し、震災後のあの光景は、今はどこにも残っていません。でも、都民の、国民の悲しみはいつまでも癒えることはありません。

二〇二一年。わたしは今、中学校の教師をしています。今年からここ、出身校の第三中学校に赴任してきて、演劇部の顧問になりました。
　　　　　
　　　　　ここ、八王子第三中学校は耐震対策の甲斐あり、西棟の一部のみが半壊。焼失はなし。東棟はそのまま残っていました。
　　　　　演劇部の稽古場だったこの教室は、あの頃のままの姿で残っています。

　　　　　こうしてここにいると、サイ子、かこ、めもり、こころ、あの子たちの声が、息づかいが、笑顔が、時を超えてまだ残っているようです。
かこの声　（ヨッチ！）
よち　　　‥‥？

かこ　　　いたいた。ヨッチ！

よち　　　‥‥！
　　　　　かこ‥‥かこちゃん？　ああ、‥‥わたし、夢を見てるの？
かこ　　　これが十二年後の三中か。変わってないな。
こころ　　きゃー、ヨッチ、大人の女になってるじゃん。

サイ子　　三中の先生になったんだ！

よち　　　こころ！　サイ子！
かこ　　　あたしがみんなを連れてきたんだよ。タイムトリップで十二年後の八王子に。
　　　　　ミサイルを免れたと思ったら、あれから大変なことになったんだね。東京に大地震なんて。

よち　　　いつ？　いつから来たの？

かこ　　　二〇〇九年十二月だよ。ミサイル止めてから一ヶ月くらい。
よち　　　どうして、ここに。

かこ　　　あんたに言われて来たんだよ。三中の先生になってる自分が見えたって。十二年後の三中に行ってみてって。
よち　　　ああ、そんな未来、見たような気がする。‥‥ずっと忘れてた。

かこ　　　そんで、来てみてビックリ。こっちではあたしたち、いないことになってんだもん。

サイ子　　あたしたち高校生になれないで死ぬなんて、いやだあ。
よち　　　まだ中二なんだね。　めもりは？　ねえ、めもりは来てるの？

かこ　　　来てるよ。（めもりの方を指さして）めもりにとっては、十二年後のこのパラレルワールドが興味深くてたまらないみたいでさ、みんなで駅の方から歩いてきたんだけど、見るもの聞くもの、メモとりながら必死に記憶してるよ。

よち　　　ずっと、ここにいられるの？
かこ　　　いや、二〇〇九年に戻るよ。
　　　　　あたしたちの目標ができたんだ。これから忙しくなるぞ。二〇一一年三月の東京大地震がわかった以上、あたしたちは被害に遭わない対策をとる。あたしたちだけじゃなくて、被害に遭うはずの全ての人を救うの。めもりは被害状況をすべて記憶するから。
めもり　　地震で亡くなる人の名前と住所はだいたい覚えた。

こころ　　何としてでも東京大地震を世間に訴えていく。地震による被害を最小限にとどめるために。よーく作戦立ててさ、大人たちともちゃんと相談して、必要ならマスコミにでも、大学教授にでも、大臣にでもきちんと伝えるよ。
かこ　　　あたしたちなら、やれるよね。

よち　　　うん。そして、未来は変えられる。そうなんだよね、かこちゃん。

こころ　　ちょつとまつて。それから先はドーントスピーク。
かこ・こころ　ああ、未来は変えられる。そう、信じてるから。

よち・こころ　そして、想い出は生き続けるから。

よち　　　必ず、戻ってきてね。
―　かことよちの幼稚園時代の会話が聞こえてくる。

　　　　　『えーん、えーん』

　　　　　『ヨッチ、もう大丈夫だよ。泣かなくていいからね』
　　　　　『かこちゃんありがとう。大きくなったらあたしがかこちゃんを助けてあげるね。約束』
　　　　　『うん。約束』
―　幕。
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